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新しい仲間たち ①会社名　②業種　③地区等　④座右の銘　⑤ひとことPR

中山 正太郎
① 株式会社 翔工務店

建築業・不動産業
大野
試行錯誤
南区の双葉で工務店兼ショールーム、
相模大野で不動産業を行なっておりま
す。もともと大工見習から始め、５年間
親方の元修行致しました。個人ではじ
め３年、会社とし法人なりましてまだ７
期目ですが、多くの方に接し個人として、
会社として大きく成長していきたいです。

②
③
④
⑤

千葉 龍太
① かながわ経済新聞社

マスコミ（月刊紙「かながわ
経済新聞」の発行、商工会議
所会報の編集業務、県内産
業支援機関の会報執筆など）
賛助会員
前へ、前へ
神奈川新聞記者を経て独立。１月
に神奈川県内唯一の本格的地域
経済新聞を創刊いたしました。「中
小企業に支えられた中小企業のた
めの新聞」です。是非ご一読下さい。

②

③
④
⑤

石井 智恵
① パブラウンジ Rita

飲食店
賛助会員
利他　人のために生きる
相模原市中央区でパブラウ
ンジを経営しています。
社会・地域のために尽力し
ていきますので宜しくお願
いします。

②
③
④
⑤

檜山 雅孝
① 有限会社 アトム・ワン

保険代理店
賛助会員
初心忘れるべからず
5月で49歳になりましたの
で、青年部会員としての寿
命も残りわずかですが、
少しでも皆様のお役に立て
る様、努力してまいります。

②
③
④
⑤

佐藤 清仁
① ＳＥＩＪＩＮ株式会社

福祉用具貸与・販売、
改修工事
林間
我、人に媚びず、
富貴を望まず
ご指導ご鞭撻のほど、よろし
くお願い致します。

②

③
④

⑤

小山 智竹
① 株式会社 シパーズ

広告代理店・飲食店
共和第1
成功は運のせい。失敗は自
分のせい。
商売とは、感動を与える事
である。をモットーに様々な
事に取り組んでいきたいと
存じます。ご教示の程、宜し
くお願いたします。

②
③
④

⑤

飯田 美津雄
① 株式会社 明輝社

電気設備工事業
大野
夢は逃げない。
逃げるのはいつも自分だ。
相模大野で電気工事業を
始めて4年目の新米です。
皆様より学ばせて頂き、成
長させて頂ければ幸甚です。
何卒宜しくお願い致します。

②
③
④

⑤

高橋 和也
① 高橋 和也

生命保険販売〔法人•個人〕
賛助会員
気くばりこそが人の道
踊るマジシャンミスターＴＫ
としても活動しています。マ
ネーセミナー、売り上げアッ
プセミナー講師も好評です。

②
③
④
⑤

岡田 耕次郎
① 岡田・沼法律事務所

弁護士
賛助会員
報恩感謝
中小企業法務（債権回収、労働問
題など）を中心に、交通事故、相続・
離婚事件など幅広い案件を取り
扱っております。紋切り型の法律業
務ではなく、お客様のご希望や個々
の事案に即した最適な法的サービ
スの提供を心がけています！

②
③
④
⑤

菊永 雅
① 菊永建設株式会社

土木建設業
麻溝台
自分らしく
はじめまして。南区麻溝台を
拠点に、神奈川県・東京都発
注の公共事業をメインに土木
工事業を営んでおります。最
近では森林整備事業といっ
た新たな分野にも参入し、環
境活動も行っております。

②
③
④
⑤

田所 靖浩
① 株式会社 田所工業

建設業
  （一般土木・舗装工事）
田名第２
一度は仕方がない
当社は工事を通じて「あり
がとう」といって頂けるよう、
顧客満足の向上を目標にし
ています。まだまだですがよ
ろしくお願いいたします。

②

③
④
⑤

井上 誠士
① 管材機器株式会社

住宅設備機器卸売業
中央南第２
つねに前向き
お客様に愛される地域密着企業
を目指して！設立３０周年を迎え
営業力の強化による人材育成や
付加価値を付けた商品販売。新
規事業として、水周りのメンテナ
ンスやリフォーム分野への事業
展開も現在行っております。

②
③
④
⑤

お待ちしています！
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創業時は苦学生
妻と社員、絆が支えた
電気工事会社

大沢支部

株式会社 佐久間電設

佐久間 次郎さん

撮影地／青根　撮影者／松田廣司

今、家族に囲まれて
元気でいられることに感謝

12人兄弟姉妹の末っ子
姉が母親代わり

法人会を 支える

　畑地が所々に残る緑区下九沢地区にある㈱佐久

間電設さんは昭和40年に横浜で創業し、46年にこの

地に移転してきた電気設備工事・設計・施行の会社

です。創立者であり、現在は会長である佐久間さん

は、法人会の大沢支部の役員を11年間、本部理事を

6年間勤め、長年、法人会の活動に尽力されてきまし

た。昨年喜寿を迎え、近年は仕事のほとんどを娘婿

に譲って、ゆったりとした日々を送っているという佐久

間さん。生まれ育ったのは福島県郡山市。東北の人

らしい控えめな人柄で、訪れた取材班に「（広報誌

に）出してもらうほどの者じゃないです」と、遠慮がち

に、少しずつご自身の話を聞かせてくれました。

　佐久間さんは、大家族６男6女12人兄弟姉妹の

末っ子として生まれました。一番上の兄とは30歳の年

の差があって、ほとんど姉たちが育ててくれたそうで

す。「12人いた兄弟姉妹も今は女ばかり3人残ってい

るだけで、一番面倒をみてくれた、横浜の姉も亡くなっ

てしまいました」

　高校を卒業した後、横浜の姉を頼りに神奈川に来

て、電気工事の会社に就職することになりました。商

業高校出身だった佐久間さんにとっては畑違いの仕

事、資格を取らないことには仕事ができないと、働きな

がら夜間大学に通いはじめます。仕事を終えた後、川

崎から御徒町の東京電機大学まで通うという生活。そ

んな苦学生の最中、大学2年生の22歳の時に佐久間

さんは独立、個人事業を始めました。時を同じくして、

職場で知り合った現在の奥様と結婚。大きな転機の

年となりました。

　苦労した創設の頃のことも「昔は会社の設立という

のは簡単でしたよ」と、あくまで謙遜します。とはいえ

「まぁ、かみさんにも結構仕事をしてもらいました。苦労

かけましたよ」と、ご夫婦で力を合わせて乗り越えてき

た様子が窺われます。

　現在9名の社員も、長く勤めている人が多いとのこ

と。電気組合の理事の時に事務役員をやっていた人

が来てくれたりと、縁があって入社することになった人

ばかり。また、「27歳の時に病気で2ヵ月入院した時や

22年間勤めた組合の役職で会社の仕事があまりでき

なかった時は、社員ががんばってくれました。大変だっ

たと思いますよ」「とにかく、周りの人が助けてくれまし

た」と話します。いつでも佐久間さんを支える人たちが

いる、そんなあたたかな繋がりが垣間見えるようです。

　子どもの頃はきかん坊で、「若い頃は何かにつけて

闘争心がありました。でも今は引っ込み思案だね」とご

自身を評します。かつてはゴルフをしたり、鮎釣りが好

きだったとのこと。数年前に大病を患ってから、体は

中々ままならないものの、今でも鮎釣りが解禁になる

と、奥様の運転する車に乗って釣りの様子を見に行く

そうです。また、もっぱらの楽しみは歌うこと。同い年で

もある北島三郎のファンで「ヘタな割には歌が好きな

んですよ」と、家のカラオケで時々練習することを打ち

明けてくれました。3人の娘さんに恵まれ「孫もね、6人

いますし、ひ孫もいるんですよ。」と、嬉しそうに話しま

す。「おかげさまで仕事も順調、次の代に任せて、家

族に囲まれ、ゆっくりしていられるんですから、良かっ

たんじゃないですか」娘さんも「父の良い記念になりま

す」と取材を喜んでくださり、あたたかな家族愛が伝

わってきました。家族に囲まれて、穏やかな日々を過ご

せることに感謝する佐久間さん。謙虚なお人柄がもた

らした幸せのように思えました。
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わら葺き屋根の民家にも

 見事な栗が弾けます。

 猛暑や突然の豪雨に悩まされた夏ともおさらば。

 いよいよ実りの秋の到来です。
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㈱佐久間電設 社屋
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　平成25年度末「国の借金」が遂に1,000兆

円を超え、更に増大している。財政健全化に向け、

先ずは税収に応じた範囲の歳出を目標にして実

行すべきである。その為にも、「無駄の削除」が必

要である。行政の在り方を抜本的に見直し、徹底

的な行政機構のスリム化を図るべきである。国会

議員、地方議員の定数削減、公務員改革、また

独立行政法人の整理を徹底的に行う。

　次に、行政の役割を縮小し、民間の活力を活

用するよう推進するべきである。併せて抜本的に

規制改革をする必要がある。

　また、税金の使途を監視する会計検査院の検

査機能を強化するためにも、検査員の中への民

間人登用や、民間による検査をするなど検査強

化を図る。

平成27年度

税 制 改 正 要 望 事 項
　法人会では、毎年税制改正に関する提言を財務省や各政党に行っていま

す。当会では、平成27年度税制改正要望についてのアンケートを実施し、そ

の回答に基づいて税制改正要望事項を作成し、一般社団法人神奈川県法人

会連合会へ提出しました。

　神奈川県内の18会ある法人会からの税制改正要望事項をとりまとめ、一

般社団法人神奈川県法人会連合会では、さらに税制改正要望事項を絞り込

みました。

　これを公益財団法人全国法人会総連合へ提出し、9月の税制問題研究会

で協議し、10月の法人会全国大会で全国の法人会の総意である平成27年

度税制改正に関する提言が発表されます。

　以下神奈川県連で取りまとめた要望事項、当会での税制改正要望事項を

掲載します。

　一昨年の政権交代で経済再生とデフレ脱却の名目で打ち出された財政金

融政策、いわゆるアベノミクスにより円高・株高の流れが生まれ、輸出を中心

とした企業の業績に一定の改善が見られた。今年に入ってからは給与の

ベースアップや非正規社員の正社員化など労働条件の改善が見られ、さら

には、４月の消費税増税による駆け込み需要の反動減も次第にその影響が

薄れていくと期待されている。しかし、財政における国・地方の借金は膨らむ

一方であり、これから急激に進む少子高齢化・人口減少社会を見据えた持続

可能なシステムへの改革が急務である。

　我々法人会は、「公平・公正かつ簡素な税制」の確立を訴えるとともに、下

記について強く要望する。

一般社団法人 神奈川県法人会連合会

1
財政健全化に向けて

　現在、法人税減税について検討がされている

が、グローバルに事業展開する大企業にとって

は、法人税減税は日本に拠点を維持するインセ

ンティブには成り得るが、地域社会に根ざす中小

企業にとって、その効果は必ずしも十分ではない。

中小企業は、地域経済を支える核であり、雇用

確保、地域コミュニティ活動への参加や支援等、

無形の貢献は計り知れない。こうした中小企業を

活性化することは、単に国民経済の維持や発展

だけでなく日本社会全体の安全・安心に寄与す

ると見るべきである。

　そのために、事業承継税制のメリットの一層の

拡大と簡素化、ビジネスマッチング支援の拡充、

地域コミュニティや地域経済への貢献度に応じ

た中小企業減税の導入など、社会政策、地方行

政制度、地域社会の活性化と総合的にリンクし

た政策の構想と導入を強く要望する。

　また、国内産業の空洞化を防止するためにも、

日本の文化技術である「ものづくり」の基盤を支

えている中小企業への税制上の支援強化等、

実効性のある措置を図るべきである。

2
中小企業の活性化について

ハイライト
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　法人税の実効税率は、平成２５年度税制改

正の「復興特別法人税の一年前倒し廃止」によ

り前年度より下がったものの、諸外国と比較して

依然として高水準（平成２５年度　３５.６４％）と

なっている。

　経済を活性化するためには、企業を元気づけ

るための方向性を示し、日本国内で事業をするこ

とにメリットを感じる環境を確立し、もって、雇用の

創出や賃金の上昇に繋げる必要がある。

　そのためには、法人実効税率の引き下げを行

い、経済の好循環を早期に実現するべきである。

平成27年度

税 制 改 正 要 望 事 項

1
法人実効税率の引き下げ

　消費税率は、景気条項があるものの、平成２７

年１０月には１０％となることが法令上規定され、

複数税率について与野党にて検討されており、

今後の動向を注視しなければならない。

　複数税率は、生活必需品等を中心に一部を

低税率にするものであるが、世界の消費税（付

加価値税）を見ても、１０％は低い部類に属する。

また、事業者の立場では複数税率となった場合

に相当の事務負担等を強いられる。

　よって、消費税率１０％までは単一税率とする

べきである。

2
消費税率１０％の単一税率

　地方法人課税の偏在是正は、平成２５年度

税制改正において一部を国税化（税務署に申

告）し、地方交付税の原資とするなど改正が行わ

れている。

　しかし、少子高齢化等の地域特性により都市

部と地方部では依然としてバランスが取れてい

ない状態となっている。

　それらを踏まえ、あらゆる側面からの検討を行

い、「特区制度」なども活用した偏在の是正をす

るべきである。

3
地方法人課税の偏在是正

　避難地域より避難した法人企業は、東電の賠

償交渉に多大の時間がかかり、早期に復興する

ことが難しくなっている。

　東電の損害の認定に時間をかけ、かつ営業

損害（課税対象となるもの）のみしか認めない方

向にあるため、せっかくの賠償金も復興に使われ

る前に課税されてしまうため（災害後、３年程度

経って賠償される事例が多い）活動費用が減額

される形となるので、特段の配慮を願いたい。

4
東日本大震災
福島第一原発関連
東電賠償金の課税の取扱

具体的要望事項

ハイライト

公益社団法人 相模原法人会
相
模
原
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

対象地域（※）

中央区、
緑区のうち
橋本地区、大沢地区

南区

緑区のうち
城山地区、津久井地区、
相模湖地区、藤野地区

平成26年分 年末調整等説明会の開催について

開催日 開催時間 説明会会場

11月10日(月) 相模原市民会館
用紙配布
説 明 会

13時30分～14時00分
14時00分～16時00分

11月11日(火) 相模原南市民ホール
用紙配布
説 明 会

13時30分～14時00分
14時00分～16時00分

11月12日(水) 津久井中央公民館用紙配布
説 明 会

13時00分～13時30分
13時30分～15時30分

○ 内容：　年末調整の仕方について

　　　　  法定調書・給与支払報告書の作成と提出について

○ 対象：　年末調整を必要とする個人事業主・企業・団体の事務担当者

  （注） 税務署から送られた関係書類をご持参のうえ、該当する会場へお越しください。
　　　 また、会場には駐車場がありませんので、お車でのご来場はご遠慮ください。

ｅ-Ｔａｘで法定調書をらくらく提出。
（e-Tax ホームページ  www.e-tax.nta.go.jp）

※　対象地域の説明会に出席できない場合には、他の地域の説明会に出席されても差し支えありません。

※　年末調整等説明会のご案内時には「給与支払報告書・総括表」を同封致しませんので、各給与支払者におかれ
　ましては、必要部数を年末調整等説明会会場または市役所にて請求していただきますようお願いいたします。

○ 問い合わせ先

 　１　説明会、源泉所得税関係について
 　 　 相模原税務署　源泉所得税担当　042-756-8211　（内線）321、322、323

 　２　用紙請求（税務署関係）、法定調書関係について
 　 　 相模原税務署　管理運営部門　　042-756-8211　（内線）221、222

 　　  ※　税務署へのお問合せは自動音声案内にしたがって、説明会(会場案内)、用紙請求（源泉所得税関係・
　　　　 法定調書関係）については「２」番（税務署）を選択してください。なお、年末調整のしかたなど国税に
　　　　 関する一般的な相談については「１」番を選択し、電話相談センターをご利用ください。

 　３　用紙請求（市役所関係）、給与支払報告書及び住民税特別徴収について
 　 　 相模原市役所　市民税課　　　　042-769-8221　（直通）
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相模原税務署長の挨拶 平成26年度 人事異動相
模
原
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

相
模
原
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

相模原税務署長  大角 良昭

職名 氏名 新任地等

法人１部門統括官

法人４部門統括官

法人５部門統括官 

法人６部門統括官 

法人１部門審理上席 

北沢 孝則
宮崎 貴規
荻原 光一
千葉 規彦
畑 　実早

鎌倉署

財務省 

杉並署

神田署

青梅署

職名 氏名 新任地等

署　　長 

副署長（法担） 

副署長（総担） 

法人特別調査官 

 

稲嶋 芳明
舟久保 準
岩淵 浩之
橋口 　正

ご勇退 

新宿署 

税大研究部

立川署 

※上から 職名／氏名／①前任（地)等／②法人会担当地区

署長

大角 良昭
①局　総務部
　営繕監理官　

副署長（法人担当）

名倉 英男
①神奈川署

副署長（個人担当） 

松田 敬一
①留任

副署長（総務担当）

塩原 朗
①局　徴収部

特別国税調査官（法人）

成田 敏美
①留任

特別国税調査官（法人）

谷地 利和
①板橋署

法人１部門統括官

榮多 敦
①武蔵府中署

法人２部門統括官

戸羽 栄
①留任
②中央南、田名 

法人３部門統括官

堀 周策
①留任
②中央北、大沢

法人４部門統括官

綿貫 誠
①青梅署
②大野北、上溝、津久井第１

法人５部門統括官

松澤 正信
①品川署
②大野南、相模台、橋本

法人６部門統括官

下倉 貴幸
①立川署
②大野中、新相麻、津久井第２

審理専門官（法人）

藤井 恵司
①留任

法人１部門審理上席

太田 光史
①玉川署　

法人２部門審理担当

丸田 浩
①留任

イータ君

　公益社団法人相模原法人会の会員の皆様方には、ますます御健勝のこととお慶び申し上

げます。

　この度の人事異動により、東京国税局総務部営繕管理官から相模原税務署長を拝命い

たしました大角良昭でございます。前任の稲嶋署長同様、よろしくお願い申し上げます。

　稲場会長をはじめ法人会の皆様方には、日頃から税務行政の円滑な運営につきまして格

別の御理解と御協力を賜り厚く御礼申しあげます。

　貴会におかれましては、各種税務研修会の開催、相模原の地域社会への貢献を目的とし

た「会員大会講演会」の実施、租税教育活動の一環として小学６年生を対象とした「税に関

する絵はがきコンクール」の実施など、活発な事業活動を展開されていると伺っており、大変

心強く思っております。また、昭和４９年の創立以来、長きにわたり、健全な納税者団体として、

正しい税知識の普及と納税道義の高揚に努められるととともに、申告納税制度の発展に大き

な役割を果たしてこられ、本年は、貴会が創立４０周年という記念すべき年を迎えられました

ことを心からお慶び申し上げます。

　相模原市も本年は市制６０周年を迎え、さがみ横断道路（圏央道）の市内区間の全線開

通や橋本駅付近へのリニア中央新幹線の駅設置の決定など、記念すべき年にふさわしく、ま

すますの発展を感じさせるニュースに触れ喜ばしく思っております。

　さて、税務行政を取り巻く環境は、経済活動のグローバル化や高度情報化などの進行に

伴って大きく変化してきており、調査・徴収事務は一層複雑・困難化してきております。

　私どもはこうした厳しい環境下で、適正・公平な課税の実現のために、e-Taxをはじめとし

たICTの積極的な活用や内部事務一元化などの取り組みを通じて、納税者サービスの向上

と業務の効率化に努めてまいりました。

　特にe-Taxは、納税者の皆さんの利便性の向上及び行政事務の効率化につながるもので

ありますことから、より一層の普及と拡大に向けて各種施策を推進してまいります。会員の皆

様方には今後とも深いご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

　結びにあたりまして、公益社団法人相模原法人会のますますのご発展と会員の皆様方のご

健勝並びに御事業のご繁栄を心から祈念いたしまして私の着任の挨拶とさせていただきます。
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事業報告会 H26年 5／16

県連青年部会連絡協議会セミナー H26年 3／7

租税教室 H26年 2／24・26 

　平成２５年度に、従前に実施できなかっ

た租税教室を実施致しました。当初は２月

２４日に相模台小学校の６年生１０５名を

対象にした１教室のみの計画でしたが、最

終的には２月２６日に向陽小学校の６年生

３クラス計１４３名も対象に実施しました。

　講義することや人前で話すことが苦手

な部会員もいたと思いますが、何度も実践

さながらの練習をしたことで要領を得て、

当日はアクシデントも無く無事終了するこ

とが出来ました。

　これも一重に日頃大変お世話になって

いる相模原税務署の柿﨑総務課長補佐、

畑審理上席をはじめご担当署員の皆様の

ご理解ご協力のおかげでの成功だと感じ

ております。この場をお借りしまして皆様、

本当にありがとうございました。

　最後になりますが、私が講師を務めた相

模台小学校からのアンケートが回収でき

なかったことが少し心残りですが、他の小

学校でのアンケートや今回の経験を踏ま

えて次のステップに結び付けたいと考えて

おります。

　　　　　社会貢献・公益委員会 委員長  

　　　　　　　　　　　　　 平賀 周一

　平成26年3月7日県連青年部会連絡協

議会セミナーの演題『東日本大震災後の

日本』と題した、衆議院議員 内閣府大臣

政務官 復興大臣政務官 小泉進次郎氏の

講演を聞いて来ました。進次郎氏は平成２

３年の震災発生時に「これは日本が変わ

る！」と感じたそうですが、震災直後こそは

日本中からボランティアや義援金が集まっ

たのに、今は未曽有の被害をもたらした地

震、津波、原子力発電所の事故が、既に一

部風化しつつある現状や、忘れかけている

人々の気持ちを残念に思い、今でも毎月

被災地に足を運んでいるそうです。

　何年後になるかわからないですが、本当

に被災三県が復興を迎えた時に、地元の

人々と喜びを分かち合える権利がある人

間でありたいと力強く話していました。

　小泉進次郎氏の復興にかける思いと、

強靭な意思、行動力に感銘

を受けました。と同時に自

分にも風化している気持ち

がある事を反省しなけれ

ばいけないと感じました。

　副部会長　佐藤 俊太郎

　平成２６年５月１６日（金）に青年部会

事業報告会をホテルラポール千寿閣で開

催し、平成２５年度事業及び決算報告、平

成２６年度事業計画及び予算についての

報告を滞りなく終了いたしました。

　報告会では部会員やＯＢが２４名出席

し、ご多忙の中相模原税務署より３名にお

越し頂きました。ありがとうございました。

　報告会終了後の懇親会では、青年部会

ＯＢの方々や近隣の諸団体も参加して頂

き、約５０名にて楽しい交流会となりまし

た。その中で、即興のマジックショーも行わ

れ、大変盛り上がりました！

　なお、今年の青年部会卒業生は石沢特

別幹事１名でしたが、都合により出席が叶

いませんでしたので、ビデオレターでの挨拶

になりました。毎年卒業される先輩方がい

らっしゃいますが、それよりも多くの新入部

会員が増えている現状を嬉しく思います。

　私自身もっともっと青年部会を盛り上

げていきたいと思っています。

　  総務・広報委員会 委員長　宮﨑 健一

　平成２６年２月２６日、租税教室を実施

しました。相模原市立向陽小学校に、講師

役とパネルや写真を黒板に貼る補助役の

２人一組を交代制で午前中の３回の授業

を行いました。

　意外と？子供達の反応もよく、問い掛け

にもみんなよく答えてくれて、思っていたよ

り好意的で助かりました。伊藤幹事が１回

目を担当しましたが、身振り手振りとオー

バーリアクションで教室を盛り上げていま

した。２回目は私が担当しましたが、後半

の最後のまとめの辺りで、急に口が回らな

くなり、しどろもどろになってしまい、もっと

練習しておけばよかったと後悔しました。

最後は小口部会長でしたが、職業柄、常に

人前でのセミナー等のレクチャーを受けて

いるそうで、さすがに上手く、教室を掌握し

ている様な進行でした。

　当初は仕方無く引受けた部分も有りま

したが、実際に行ってみると、自分自身の

勉強にもなる、なかなかやりがいのあるも

のでした。是非他の部会員さんにも体験し

て頂きたいと思います。

                    副部会長　佐藤 俊太郎

小口部会長 挨拶する舟久保副署長

小口部会長

佐藤副部会長小泉進次郎氏とともに記念撮影小泉 進次郎氏

租税教室を終えて
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の最後のまとめの辺りで、急に口が回らな

くなり、しどろもどろになってしまい、もっと

練習しておけばよかったと後悔しました。

最後は小口部会長でしたが、職業柄、常に

人前でのセミナー等のレクチャーを受けて

いるそうで、さすがに上手く、教室を掌握し

ている様な進行でした。

　当初は仕方無く引受けた部分も有りま

したが、実際に行ってみると、自分自身の

勉強にもなる、なかなかやりがいのあるも

のでした。是非他の部会員さんにも体験し

て頂きたいと思います。

                    副部会長　佐藤 俊太郎

小口部会長 挨拶する舟久保副署長

小口部会長

佐藤副部会長小泉進次郎氏とともに記念撮影小泉 進次郎氏

租税教室を終えて
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皇居 二重橋前

築地場内市場 築地  ビデオ説明

第一生命玄関

冨岡 弘文 税理士

　３月１１日におもしろカレッジを開催し

ました。

　今回のおもしろカレッジは、「日本の台

所築地市場と皇居及びマッカーサー記念

室を見学する」という内容でした。参加人数

は２２名で、最初に築地市場を見学し、仲

卸業者が連なる場内市場を見て回りまし

た。場内は所狭しと魚貝が並んでいてスー

パーでは、お目にかかれない魚や大きなマ

グロが何匹もいるのには大変驚きました。

　次に向かったのは皇居でした。私自身皇

居は初めてで、ＴＶ等では何度も見ていま

したが、実際に行ってみると、まず通路の大

きさに感激、お堀に感激、正月の天皇一般

参賀の会場に感激、直前にケネディ駐日大

使が通った通路に感激と、感激しっぱなし

でした。

　最後に第一生命本館のマッカーサー記

念室に参りました。第一生命本館は、ギリ

シャのパルテノン神殿のような建築物で、

見ただけでかなり歴史のある建築物であ

るとわかりました。建築の仕事をしている

ので、このような建築物を見るとワクワク

しました。

　今回の研修で訪れた場所は、今度いつ

この場所に来られるかなと思うような場所

ばかりで、それぞれの記憶に残る貴重な経

験ができました。

  研修・交流委員会 委員長　牧 恒太

おもしろカレッジ H26年 3／11 交流会 H26年 6／10

税務研修会 H2６年 7／8

　平成２６年７月８日、法人会館にて、講

師に税理士の冨岡弘文氏をお招きして、

「事業承継を含む相続対策」というテーマ

で講演をしていただきました。

　会員３１名（青年部会員１９名）の出席

がありました。

　相続税について改正が行われることか

ら、相続対策への関心が高まっているところ

ですが、経営者は、相続対策の一環として事

業承継についても考える必要があります。

　会社を経営する上で事業承継は重要な

テーマであり、これを円滑に行い、税務上

のメリットを得るためには方針（設計図）を

あらかじめ考えて決めておかなければなら

ないというお話でした。

　身近な事例や、経験談などを交えたわ

かりやすいお話でした。

　相続や事業承継について考えるきっかけ

になるとても良い研修だったと思います。

総務・広報委員会

 副委員長　才川 重久

事業PR（全体会議時） H26年 2月・4月

2月　伊藤 由樹 4月　小池 重憲

貴重な経験に感激

青年部会では毎月の全体会議で会員による事業PRを行っています。

　6月10日青年部会交流会として伊東市

（はるひら丸）地引網体験へ参加いたしま

した。

　研修・交流委員会 牧委員長ご尽力の

元、17名の参加者で梅雨の最中でしたが

降雨もなく時折、晴れ間も覗く野外研修日

和となりました。

　予想よりも体力が必要な地引網体験の

後、楽しみにしていた砂浜でのバーベ

キュー、捕れたての魚の刺身やフライ、煮

つけなど最高の昼食となりました。

　地引網体験後、汗ばむぐらいの陽気で

早起きも重なり参加者の疲れが見えはじ

めた頃、委員長が機転を利かせ、予定には

なかった道の駅での入浴、人によっては

マッサージ、お昼寝、個々に普段の疲れを

癒すことも出来ました。

　帰りの道、小田原（山安）での海産物の

買い物もあり、とても充実した一日が過ご

せました。

　この度の研修でお世話になりました㈱

協和観光様、参加者の皆様方、本当にあり

がとうございました。

　私はまだ青年部会に入会して間もない

のですが、部会員の皆様には入会当初か

ら大変良くして頂き、これから皆様より教

わることもたくさんあると思いますので、

ご指導の程、宜しくお願い致します。

研修・交流委員会 委員　松田 桂吾

　青年部会では毎月の全体会議で会員に

よる事業ＰＲを、互いの仕事を知ることで

会員相互の友情と尊敬が育まれる事を目

的として実施しています。

　2月には㈱相模工業（中央区由野台・解

体業）の伊藤由樹会員。解体と一口に言っ

ても構造物に合わせてさまざまな工法が

存在している事。全部を壊すだけではなく

一部を取り除いて使用するための解体工

事。ダイナマイトで爆破する工事などが

続々と紹介され素人が思い及ばない工具

やノウハウがある事が判りました。

　4月には㈱小池設備（南区西大沼・水道

設備業）の小池重憲会員。同社は今年４０

周年を迎える老舗。先代社長から引き継ぐ

事になった時の苦労話や従業員が楽しく

働ける環境作りなどの話があり、小池会員

の考える企業像に向かって社が一丸と

なって進んでいる様が他の会員にも伝わり

ました。

　事業ＰＲを通して会員相互の友情を深

めるに留まらず各々の研鑽にも繋がれば

素晴らしいことだと思います。

　　　　　　　　　部会長　小口伸夫
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きさに感激、お堀に感激、正月の天皇一般

参賀の会場に感激、直前にケネディ駐日大

使が通った通路に感激と、感激しっぱなし

でした。

　最後に第一生命本館のマッカーサー記

念室に参りました。第一生命本館は、ギリ

シャのパルテノン神殿のような建築物で、

見ただけでかなり歴史のある建築物であ

るとわかりました。建築の仕事をしている

ので、このような建築物を見るとワクワク

しました。

　今回の研修で訪れた場所は、今度いつ
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師に税理士の冨岡弘文氏をお招きして、

「事業承継を含む相続対策」というテーマ

で講演をしていただきました。

　会員３１名（青年部会員１９名）の出席

がありました。

　相続税について改正が行われることか

ら、相続対策への関心が高まっているところ

ですが、経営者は、相続対策の一環として事

業承継についても考える必要があります。

　会社を経営する上で事業承継は重要な

テーマであり、これを円滑に行い、税務上

のメリットを得るためには方針（設計図）を

あらかじめ考えて決めておかなければなら

ないというお話でした。

　身近な事例や、経験談などを交えたわ

かりやすいお話でした。

　相続や事業承継について考えるきっかけ

になるとても良い研修だったと思います。

総務・広報委員会

 副委員長　才川 重久

事業PR（全体会議時） H26年 2月・4月

2月　伊藤 由樹 4月　小池 重憲

貴重な経験に感激

青年部会では毎月の全体会議で会員による事業PRを行っています。

　6月10日青年部会交流会として伊東市

（はるひら丸）地引網体験へ参加いたしま

した。

　研修・交流委員会 牧委員長ご尽力の

元、17名の参加者で梅雨の最中でしたが

降雨もなく時折、晴れ間も覗く野外研修日

和となりました。

　予想よりも体力が必要な地引網体験の

後、楽しみにしていた砂浜でのバーベ

キュー、捕れたての魚の刺身やフライ、煮

つけなど最高の昼食となりました。

　地引網体験後、汗ばむぐらいの陽気で

早起きも重なり参加者の疲れが見えはじ

めた頃、委員長が機転を利かせ、予定には

なかった道の駅での入浴、人によっては

マッサージ、お昼寝、個々に普段の疲れを

癒すことも出来ました。

　帰りの道、小田原（山安）での海産物の

買い物もあり、とても充実した一日が過ご

せました。

　この度の研修でお世話になりました㈱

協和観光様、参加者の皆様方、本当にあり

がとうございました。

　私はまだ青年部会に入会して間もない

のですが、部会員の皆様には入会当初か

ら大変良くして頂き、これから皆様より教

わることもたくさんあると思いますので、

ご指導の程、宜しくお願い致します。

研修・交流委員会 委員　松田 桂吾

　青年部会では毎月の全体会議で会員に

よる事業ＰＲを、互いの仕事を知ることで

会員相互の友情と尊敬が育まれる事を目

的として実施しています。

　2月には㈱相模工業（中央区由野台・解

体業）の伊藤由樹会員。解体と一口に言っ

ても構造物に合わせてさまざまな工法が

存在している事。全部を壊すだけではなく

一部を取り除いて使用するための解体工

事。ダイナマイトで爆破する工事などが

続々と紹介され素人が思い及ばない工具

やノウハウがある事が判りました。

　4月には㈱小池設備（南区西大沼・水道

設備業）の小池重憲会員。同社は今年４０

周年を迎える老舗。先代社長から引き継ぐ

事になった時の苦労話や従業員が楽しく

働ける環境作りなどの話があり、小池会員

の考える企業像に向かって社が一丸と

なって進んでいる様が他の会員にも伝わり

ました。

　事業ＰＲを通して会員相互の友情を深

めるに留まらず各々の研鑽にも繋がれば

素晴らしいことだと思います。

　　　　　　　　　部会長　小口伸夫
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活動フラッシュ
相模原法人会各地区の事業報告

大野南支部相模台地区6/25（水）  研修会 6/26（木）  研修会

内容／第1部  「もっと知りたい！税のこと！」　第2部  税や地域に関するクイズ 「税
の知識を深めましょう」   講師／相模原税務署担当官   会場／さがみの自治会館

内容／平成26年度の税制改正のポイント　
講師／相模原税務署担当官　会場／ホテルラポール千寿閣

内容／ヤビツ峠下草刈り
場所／秦野市寺山地内ヤビツ峠〈法人会の森〉

法人会のPR活動、募金や物品販売
場所／上溝商店街 ホテルウイング相模原前

相模原市小中学生PTA連絡協議会へ、租税教育用マンガ本
「おじいさんの赤い壷」及び相模原法人会しおりを寄贈

法人会のPR活動、募金や物品販売
場所／募金やグラントーレ橋本前

場所／田名中学校グラウンド

内容／大自然の中で試飲が楽しめる工場見学と初夏の昇仙峡散策　
場所／南アルプス天然水工場～白州工場～清泉寮～昇仙峡

青年部会 田名支部

会場／㈱鈴木工務店敷地内

上溝第1地区

7/26（土）  社会貢献事業 公益事業推進委員会

公益事業推進委員会8/7（木）  租税教育活動 8/8（金）・9（土）・10（日） 社会貢献事業 橋本支部

上溝支部

7/3（木）  親睦事業 厚生事業等推進委員会 8/7（木）  親睦事業 相模湖地区

7/26（土）・27（日）  社会貢献事業

内容／山梨県市川三郷町「神明の花火大会」見学
行程／勝沼・ハーブガーデン ～ 一宮・里の駅 ～ 市川三郷町

7/3（木）  研修会 津久井東・津久井中地区

内容／ガンの最新情報　講師／波多江 優氏（相模原協同病院 患者
総合支援センター長） ・ 橋爪 正明氏（同 緩和ケア科 診療部長）　 
平成26年度の税制改正のポイント 講師／畑 実早氏（相模原税務署 
法人課税第一部門）　会場／津久井商工会

7/1（火）  研修会 税制・税務委員会

内容／第1部 「平成26年度税制改正及び消費税転嫁対策特
別措置法のポイントについて」   講師／相模原税務署担当官 
第2部 「事業承継税制について」   講師／東京地方税理士会
相模原支部所属税理士　会場／相模原法人会館

内容／税制改正のポイントチェック～うちはどうなの？～、相続税対
策のつぼ～生命保険から不動産活用まで～他　講師／冨岡 弘文
氏（冨岡弘文税理士事務所 所長税理士）　会場／相模原法人会館

（雨天により中止）

（雨天により中止）

税務研修会

大増税に備えた相続対策

田名ふるさと祭り

平成26年度改正税法説明会

ヤビツ水源・県民交流の森づくり かながわまつり50選 上溝夏祭り

かながわまつり50選 橋本七夕まつり租税教育用マンガ本 寄贈

2014年6月    7月  8月

7/8（火）  研修会 8/9（土）  社会貢献事業

バーべキュー大会

8/10（日）  親睦事業

日帰り親睦旅行 山梨県市川三郷町「神明の花火大会」見学

企業経営に役立つ税務研修会

税務・健康セミナー
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相模原支部所属税理士　会場／相模原法人会館

内容／税制改正のポイントチェック～うちはどうなの？～、相続税対
策のつぼ～生命保険から不動産活用まで～他　講師／冨岡 弘文
氏（冨岡弘文税理士事務所 所長税理士）　会場／相模原法人会館

（雨天により中止）

（雨天により中止）

税務研修会

大増税に備えた相続対策

田名ふるさと祭り

平成26年度改正税法説明会

ヤビツ水源・県民交流の森づくり かながわまつり50選 上溝夏祭り

かながわまつり50選 橋本七夕まつり租税教育用マンガ本 寄贈

2014年6月    7月  8月

7/8（火）  研修会 8/9（土）  社会貢献事業

バーべキュー大会

8/10（日）  親睦事業

日帰り親睦旅行 山梨県市川三郷町「神明の花火大会」見学

企業経営に役立つ税務研修会

税務・健康セミナー



　  今日は津久井中地区の理容店
マツヤの梶野 明さんをお尋ねしまし
た。 お店の創業はいつからですか？
　  昭和44年からで、私が20歳の
時です。父が営んでいた「マツヤスト
ア」という食料品店の半分を理容店
にして開業しました。食料品店を切
り盛りしていた父が亡くなってから
は、店内全体を理容店にしました。
　  なぜ理容師の道に？
　  私が幼少の頃から、父は鮎の
漁をして旅館に納める半漁半農の

生活をしつつ食料品店をしていたの
ですが、戦前は時計職人でした。父
に「明、手に職を付ければなんとかな
る」と言われて、15歳で理容師の道
に進みました。理容学校に通った後、
理容師の全日本チャンピオンの師匠
の元で、修行したんです。
　  全日本チャンピオンですか？
　  理容師の競技会があるんで
す。神奈川県大会、関東甲信越、全
国、世界大会…と、進んでいきます。
修業時代は師匠の鞄持ちとして

全米を廻りました。当時は毎年コン
クールで優勝を争うような集団にい
る環境にあったので、自分も負けな
い店を出そうと意欲に燃えていまし
た。何かと津久井を田舎扱いされる
のも、自分を奮い立たせましたね。
　  早くに業界に入ったんですね。

　  せっかちな父から、この辺に理
容店ができる前に開業するように勧
められました。私が中学生くらいの
頃まで、このあたりには人家が90軒
くらいしかなかったんですよ。
　  すっかり様変わりしたんですね。
お客様は近隣の方が多いですか？
　  そうですね。でも、半原や相模
湖からもいらっしゃいます。30年、40
年と、長く通ってくださるお客さんが
多いですね。創業当時、若い人が
散髪する床屋はなかったので繁盛
しました。パンチパーマやアイパー
が流行する前から先取りしてパー
マを始めた店だったので、それが流
行した昭和55年くらいから15年間く
らいは、店も全盛を極めました。あま
りにも忙しくて従業員も足りず、理容
学校や職安、高校など、あちこちで

求人して廻ったほどです。都心のデ
ザイナーに内装を依頼した支店も
設け、パンフレットを作って求人しま
した。従業員も最大15人になり、毎
日予約でいっぱいでした。一番多い
日で86人の来客があった程です。
仕事を終えた後は研修し、競技会
にも出ていたのでとにかく忙しかっ
たです。カットモデルに帝京大学野
球部の学生さんを借り出していた
ので、ケーキを持っていって先生に
お願いしたりしましたね。目指すは日
本一ですから。
　  では、お店でたくさんの後進を
育てていらしたのでしょうね。
　  みんな、長いこと働いてくれまし
たよ。今は人数も減って3人ですが、
30年、15年と長く勤めてくれていま
す。しかし、理容業界も1000円カット
の店があちこちにできたので、技術
を磨いてきた理容店には大きな影
響がありますね。
　  でも、技術を求めて来るお客さ
んもいらっしゃるでしょう。
　  例えばアイロンやパンチパーマ
をやっている店もなくなってきて、断

られる方もいるらしく、口コミで来る
お客さんもいます。
　  鋏が何種類もありますね。手入
れも自分でするのですか？
　  これが鋏を研ぐグラインダーで
す。今では鋏を自分で研ぐ理容師
はほとんどいませんが、自分でやり
ますね。鋏には歯の付け方に違い
があるので、3種類の鋏を使ってカッ
トしています。鋏は切れなくても、切
れ過ぎてもいけないんです。
　  切れ過ぎもいけないんですか？
　  切れ過ぎると、冷たいシャープ
な印象になります。切れ過ぎず微妙
に髪の毛が逃げる鋏を使うことで、
ふわーっとあったかいニュアンスが
生まれるんです。その微妙な感じを
師匠から学びました。
　  この仕事をしていてよかったと
感じるのはどんな時ですか？
　  お客さんが喜んでくれる時です
ね。シャンプーひとつでも「あぁ、気持
ちいいなぁ」と感じてくれたら嬉しい
です。マツヤを気に入った人が来て
くれればと、のんびりやってます。
　  本日はありがとうございました。

Hayabusa　　1716　　はやぶさ
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津久井中地区

　 カットサロン マツヤ
相模原市緑区太井241
代表　㈲松屋　梶野 明
TEL：042-784-2900
営業時間　8:00～21：00
定休日　　毎週火曜日、第1・3火・水曜日連休
駐車場あり

お店の外観

鋏は自分の納得のいく研
ぎ具合にし、3種の鋏を
使ってカットする

鋏を研ぐ
グラインダー

床屋さんには欠かせない、ひげ
剃りグッズ

モダンな作りの店内。カット席は7席

店内の基調カラー、トルコブルーとライトブラウン
の木目が印象的な待合スペース。

店主の梶野 明さん。父がお世
話になっていた地元の商店主
に誘われて法人会に入会。そ
れ以来、津久井湖桜祭りへの
出展や講演会の開催などで長
年活躍しています。
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←至相模湖
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18　　はやぶさ

法人会会員の方は、こちらの会員証
を切り取り、確定申告の申告書の別
表下欄に貼付して提出してください。

キリトリ
▲

 「広報誌はやぶさ」に、
 貴社の広告を同封いたします。

《発行内容》

《封入広告》

：
：

：

：

：
：

4,000部
隔月（5・7・9・11・1・3月）

角2封筒に入る大きさ
（A4版、B4・A3版二つ折りまで可）
会員に配布するに相応しい内容であること
発行部数印刷、寸法に合うこと
30,000円（1回）
封入希望発行月より1ヶ月前までにご連絡
ください。

部 数
発行日

寸 法

内 容

料 金
お申込み

会員のみなさまに隔月でお届けしております「はやぶさ」に、貴
社の広告を一緒に封入することができます。どうぞご利用くだ
さい。

法人会館の会議室を
 ご利用いただけます。

会員の方はもちろん、一般の方も会議や研修
会 等にご利 用になれます。飲 食を伴うパー
ティー等や土日祝祭日のご利用も可能です。 

会議室ご利用のご案内 本誌同封広告のご案内

※予約状況の確認はHPにてご覧いただける他、
　お申込みも可能です。

ＴＥＬ.042-755-3027　ＦＡＸ.042-753-3273
http://www.sagamiharahojinkai.or.jp
〒252-0236 相模原市中央区富士見6-13-16　

公益社団法人 相模原法人会事務局会議室のご利用・プレゼントのお申込み、
タオル等のご寄付、広告の同封、
本誌に関するお問合せやご感想は
こちらまでお寄せください。

公益社団法人 相模原法人会会員証

無料
会員料金

 一般料金

◎当会の支部地区等の役員会・研修会
◎会員会社でのご利用
◎会員以外の方のご利用

※使用に際して、物品等の販売及び公序良俗に
　反した内容のご利用はできません。

読者
プレゼント

応募締切り
11月3０日（日）

渋谷設備工業 株式会社

タカラリホーム 株式会社

株式会社 アイシン

ＣＨＥＥＭＡ ＴＲＡＤＩＮＧ 株式会社

株式会社 フリーダム

井本茂徳税理士事務所

ネイル工房ルナ

平塚信用金庫 相模台支店

平塚信用金庫 相模野支店

林部直樹

電気配管工事業

塗装・防水業

建設業

建設業

OA機器、工具販売

税務会計

ネイルサロン

金融業

金融業

教育サービス

渋谷 勝巳

山本 武仁

吉原 敬裕

ジャムシェードナザールチマ

枡田 宏一

井本 茂徳

高須 朋子

［支店長］新倉 達男

［支店長］原 初男

林部 直樹

相模原市中央区小町通1-4-17

相模原市南区古淵3-20-12　石川ビル3Ｆ

相模原市中央区横山台2-1 1 -30

相模原市南区下溝606-6　レオパレスレジェンド102

相模原市南区麻溝台8‒35-21

相模原市中央区相模原1-7-18-103

相模原市南区相模大野3-16-15-402

相模原市南区南台5-12-20

相模原市中央区陽光台4-23-5

相模原市緑区橋本3-23-9-802

小山清新

大野中第2　

上溝第１　　

麻溝　　　

麻溝台

賛助会員

賛助会員

賛助会員

賛助会員

賛助会員

新会員紹介 平成26年6月・7月

法人名等 業種 代表者氏名 所在地 支部・地区等

環境負荷の低減に努める事業者から、製品やサービスを購入すること
はグリーン購入にあたります。
グリーン購入は、誰でも今すぐできる地球環境保全
運動の第一歩です。

ISO14001およびISO9001認証取得
提供元：北相米穀株式会社

とぎ汁なしの無洗米で地球環境保全運動を！
みんなの地球をいつまでも・・・

◎当選発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。
　また、ご感想などをご紹介させていただく場合がございます。

① 希望商品名 ：   「無洗米」
② ご住所　　③ お名前　　④ 電話番号
⑤ 「広報誌はやぶさ」に関するご意見、ご感想など

下記の内容をご記入の上、相模原法人会事務局までFax
または郵送でお申込みください。

今すぐハガキか
FAXで！

臨時給付金
をご存知ですか？

４月からの消費税率引上げによる負担を緩和するため、
次の方々には、１万円の給付金が支給されます。

この給付金を受け取るには、申請が必要です。
多くの市町村で受付が始まっています。

※最近引っ越しをされた方は、平成26年1月1日にお住まいであった市町村

受け取り忘れのないように。
詳しくは、お住まいの市町村（※）にお尋ねください。

②児童手当を受け
　ている子育て世
　帯の方々

①住民税が課税
　されていない
　方々

①のうち年金を受給されている方々などには、
　５千円が加算され、１万５千円が支給されます。 「無洗米」環境にやさしい「無洗米」を

 20名様 にプレゼント!!
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社の広告を一緒に封入することができます。どうぞご利用くだ
さい。

法人会館の会議室を
 ご利用いただけます。

会員の方はもちろん、一般の方も会議や研修
会 等にご利 用になれます。飲 食を伴うパー
ティー等や土日祝祭日のご利用も可能です。 

会議室ご利用のご案内 本誌同封広告のご案内

※予約状況の確認はHPにてご覧いただける他、
　お申込みも可能です。

ＴＥＬ.042-755-3027　ＦＡＸ.042-753-3273
http://www.sagamiharahojinkai.or.jp
〒252-0236 相模原市中央区富士見6-13-16　

公益社団法人 相模原法人会事務局会議室のご利用・プレゼントのお申込み、
タオル等のご寄付、広告の同封、
本誌に関するお問合せやご感想は
こちらまでお寄せください。

公益社団法人 相模原法人会会員証

無料
会員料金

 一般料金

◎当会の支部地区等の役員会・研修会
◎会員会社でのご利用
◎会員以外の方のご利用

※使用に際して、物品等の販売及び公序良俗に
　反した内容のご利用はできません。

読者
プレゼント

応募締切り
11月3０日（日）

渋谷設備工業 株式会社

タカラリホーム 株式会社

株式会社 アイシン

ＣＨＥＥＭＡ ＴＲＡＤＩＮＧ 株式会社

株式会社 フリーダム

井本茂徳税理士事務所

ネイル工房ルナ

平塚信用金庫 相模台支店

平塚信用金庫 相模野支店

林部直樹

電気配管工事業

塗装・防水業

建設業

建設業

OA機器、工具販売

税務会計

ネイルサロン

金融業

金融業

教育サービス

渋谷 勝巳

山本 武仁

吉原 敬裕

ジャムシェードナザールチマ

枡田 宏一

井本 茂徳

高須 朋子

［支店長］新倉 達男

［支店長］原 初男

林部 直樹

相模原市中央区小町通1-4-17

相模原市南区古淵3-20-12　石川ビル3Ｆ

相模原市中央区横山台2-1 1 -30

相模原市南区下溝606-6　レオパレスレジェンド102

相模原市南区麻溝台8‒35-21

相模原市中央区相模原1-7-18-103

相模原市南区相模大野3-16-15-402

相模原市南区南台5-12-20

相模原市中央区陽光台4-23-5

相模原市緑区橋本3-23-9-802

小山清新

大野中第2　

上溝第１　　

麻溝　　　

麻溝台

賛助会員

賛助会員

賛助会員

賛助会員

賛助会員

新会員紹介 平成26年6月・7月

法人名等 業種 代表者氏名 所在地 支部・地区等

環境負荷の低減に努める事業者から、製品やサービスを購入すること
はグリーン購入にあたります。
グリーン購入は、誰でも今すぐできる地球環境保全
運動の第一歩です。

ISO14001およびISO9001認証取得
提供元：北相米穀株式会社

とぎ汁なしの無洗米で地球環境保全運動を！
みんなの地球をいつまでも・・・

◎当選発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。
　また、ご感想などをご紹介させていただく場合がございます。

① 希望商品名 ：   「無洗米」
② ご住所　　③ お名前　　④ 電話番号
⑤ 「広報誌はやぶさ」に関するご意見、ご感想など

下記の内容をご記入の上、相模原法人会事務局までFax
または郵送でお申込みください。

今すぐハガキか
FAXで！

臨時給付金
をご存知ですか？

４月からの消費税率引上げによる負担を緩和するため、
次の方々には、１万円の給付金が支給されます。

この給付金を受け取るには、申請が必要です。
多くの市町村で受付が始まっています。

※最近引っ越しをされた方は、平成26年1月1日にお住まいであった市町村

受け取り忘れのないように。
詳しくは、お住まいの市町村（※）にお尋ねください。

②児童手当を受け
　ている子育て世
　帯の方々

①住民税が課税
　されていない
　方々

①のうち年金を受給されている方々などには、
　５千円が加算され、１万５千円が支給されます。 「無洗米」環境にやさしい「無洗米」を

 20名様 にプレゼント!!
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SAGAMIHARA  HOJINKAI

青年部会員募集
入会資格／
相模原法人会正会員又は賛助会員の方で
50歳以下の経営者、またはそれに準ずる方

お問合せ・お申込み／
公益社団法人相模原法人会  事務局　TEL 042-755-3027

新しい仲間たち ①会社名　②業種　③地区等　④座右の銘　⑤ひとことPR

中山 正太郎
① 株式会社 翔工務店

建築業・不動産業
大野
試行錯誤
南区の双葉で工務店兼ショールーム、
相模大野で不動産業を行なっておりま
す。もともと大工見習から始め、５年間
親方の元修行致しました。個人ではじ
め３年、会社とし法人なりましてまだ７
期目ですが、多くの方に接し個人として、
会社として大きく成長していきたいです。

②
③
④
⑤

千葉 龍太
① かながわ経済新聞社

マスコミ（月刊紙「かながわ
経済新聞」の発行、商工会議
所会報の編集業務、県内産
業支援機関の会報執筆など）
賛助会員
前へ、前へ
神奈川新聞記者を経て独立。１月
に神奈川県内唯一の本格的地域
経済新聞を創刊いたしました。「中
小企業に支えられた中小企業のた
めの新聞」です。是非ご一読下さい。

②

③
④
⑤

石井 智恵
① パブラウンジ Rita

飲食店
賛助会員
利他　人のために生きる
相模原市中央区でパブラウ
ンジを経営しています。
社会・地域のために尽力し
ていきますので宜しくお願
いします。

②
③
④
⑤

檜山 雅孝
① 有限会社 アトム・ワン

保険代理店
賛助会員
初心忘れるべからず
5月で49歳になりましたの
で、青年部会員としての寿
命も残りわずかですが、
少しでも皆様のお役に立て
る様、努力してまいります。

②
③
④
⑤

佐藤 清仁
① ＳＥＩＪＩＮ株式会社

福祉用具貸与・販売、
改修工事
林間
我、人に媚びず、
富貴を望まず
ご指導ご鞭撻のほど、よろし
くお願い致します。

②

③
④

⑤

小山 智竹
① 株式会社 シパーズ

広告代理店・飲食店
共和第1
成功は運のせい。失敗は自
分のせい。
商売とは、感動を与える事
である。をモットーに様々な
事に取り組んでいきたいと
存じます。ご教示の程、宜し
くお願いたします。

②
③
④

⑤

飯田 美津雄
① 株式会社 明輝社

電気設備工事業
大野
夢は逃げない。
逃げるのはいつも自分だ。
相模大野で電気工事業を
始めて4年目の新米です。
皆様より学ばせて頂き、成
長させて頂ければ幸甚です。
何卒宜しくお願い致します。

②
③
④

⑤

高橋 和也
① 高橋 和也

生命保険販売〔法人•個人〕
賛助会員
気くばりこそが人の道
踊るマジシャンミスターＴＫ
としても活動しています。マ
ネーセミナー、売り上げアッ
プセミナー講師も好評です。

②
③
④
⑤

岡田 耕次郎
① 岡田・沼法律事務所

弁護士
賛助会員
報恩感謝
中小企業法務（債権回収、労働問
題など）を中心に、交通事故、相続・
離婚事件など幅広い案件を取り
扱っております。紋切り型の法律業
務ではなく、お客様のご希望や個々
の事案に即した最適な法的サービ
スの提供を心がけています！

②
③
④
⑤

菊永 雅
① 菊永建設株式会社

土木建設業
麻溝台
自分らしく
はじめまして。南区麻溝台を
拠点に、神奈川県・東京都発
注の公共事業をメインに土木
工事業を営んでおります。最
近では森林整備事業といっ
た新たな分野にも参入し、環
境活動も行っております。

②
③
④
⑤

田所 靖浩
① 株式会社 田所工業

建設業
  （一般土木・舗装工事）
田名第２
一度は仕方がない
当社は工事を通じて「あり
がとう」といって頂けるよう、
顧客満足の向上を目標にし
ています。まだまだですがよ
ろしくお願いいたします。

②

③
④
⑤

井上 誠士
① 管材機器株式会社

住宅設備機器卸売業
中央南第２
つねに前向き
お客様に愛される地域密着企業
を目指して！設立３０周年を迎え
営業力の強化による人材育成や
付加価値を付けた商品販売。新
規事業として、水周りのメンテナ
ンスやリフォーム分野への事業
展開も現在行っております。

②
③
④
⑤

お待ちしています！




